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【はじめに】

１． まずは、地域の問題を見つけだす

地域ニーズに応える森林管理を行うために、森林計画の案の段階で市民の意見を

受け付ける機会が、平成 年から設けられました。こうした市民参加の機会を活かす10
には、市民参加で得た地域の問題と森林との結びつきを探索したり、競合する要求を

整理し、合意形成を支援する手法が必要になります。

以下では、霞ヶ浦流域をテストフィールドにして市民参加のシミュレーションを行い、

問題の因果関係を系図に表す手法を用いた市民参加・合意形成支援手法の研究例を

ご紹介します。

霞ヶ浦流域には、どんな問題があるのでしょうか？市民参加のシミュレーションとして
自然に関わる市民活動の活動テーマに注目し、当地の問題を探ってみました。
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【解説】

霞ヶ浦流域では常磐線沿線を中心に市民活動の盛んな地域が分布しています。（左の

地図） また、 年代前半に多数の市民団体が設立されており（右上の図）、その頃の1990
市民活動の盛り上がりが見て取れます。

活動テーマの推移（右下の図）を見ると、『自然愛護』と『霞ヶ浦の保全』が、当地で歴史

のある問題であることがわかります。
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２． 地域の問題と森林との結びつきを探索する

３． 問題を巡る意見の相違を明らかにする
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森林は、これらの地域の問題とどの様に結びつくのでしょうか？『霞ヶ浦の保全』を
例に、自然保護団体「霞ヶ浦・北浦をよくする市民連絡会議」（以下、市民連絡会議）

の問題認知から森林との接点を探索してみました。

霞ヶ浦の保全を巡っては自然保護団体と国土交通省の意見の対立があります。

この両者の意見はどの様に異なっているのでしょうか？両者の問題認知の主要部分

を系図で表し、それらを並べて意見の一致点・不一致点を見てみましょう。

【解説】 両端 重線四角は施策、菱形は施策目標、楕円はその他の認知要素、 はプラ2 +
ス、 はマイナス、 は( )、 は（ )、 は( )の関係、実線は一致したリンクを示しま- m +,- np -,0 u +,-,0
す。このように系図を数学的に単純化し、階層と系統を明瞭にできます。それぞれどんな階

層・系統で問題を捉え、どこに施策をあてているか比べられます（右が市民連絡会議）。

【解説】 「＋」はプラス、「－」はマイナス、「０」は無関係、「ｍ」は関係あるけどプラスかマ

イナスかわからない、という要素間の関係を表しています。

霞この図から、① 、② 、③ 、④ 、⑤ 、が自然・文化資源 地下水 河川環境 野生生物 谷津田

と （森林）との接点として見出されます。従って、それらを保全する森林ヶ浦の再生 平地林

配置や管理を考えることが、霞ヶ浦の再生に貢献する森林管理の目標となりそうです。



４． 問題の因果関係から複数の問題解決策を導き出す

表現を全て逆にすると・・・ 目指すべき姿が見えてくる！

問題の因果関係がわかると、その解決方策も導き出せます（ 法）。つくば市民PCM
環境会議緑部会で議論したある湿田への廃棄物投棄問題を事例に、問題の因果関係

の系図＜問題系図＞から、解決状態の系図＜目的系図＞を描き、複数の問題解決方
策を導き出してみましょう。
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【解説】 法では、まず、 に置き、その に、 に書きPCM 中心問題を真ん中 原因を下 結果を上

連ねて＜問題系図＞を作成します。（上の図）

次に、 なので、＜問題系図＞の にし「問題状況」の反対は「問題解決状況」 表現を全て逆

て、問題解決状況を表す＜目的系図＞を描きます。（下の図）

そして、 と、問題解決のための複数のアプローチが見えてきます。関連要素をくくる

後は、手持ちの人材、技術、資金等を考慮しながらア していきます。プローチを取捨選択

中心問題→



５． 連携の仕組みを探る

６． 系図に描けないときはどうする？

今後、幅広い地域ニーズに応える森林管理を進めるために、問題が論理的に捉えら

れている場合は系図、感覚的な場合は自由記述法を活用することが有効と考えます。

問題認知の系図を合成することで連携の仕組みを探ることが出来ます。霞ヶ浦流域

ではありませんが、三陸の「森は海の恋人」運動を事例に、上流の岩手県室根村 区12
自治会（緑色の要素。以下、 区）と下流の宮城県唐桑町の牡蠣の森を慕う会（青色12
の要素。以下、慕う会）の問題認知を合成し、その連携の仕組みを探ってみましょう。

【解説】 下から辿ると 区が用意した植栽地が慕う会の「海の環境が守られる」に貢献12
し、慕う会の植樹活動が「 区が活性化する」の基底になっていることがわかります。12

このような『手持ちの物を出し合いながら単独では得られないものを獲得する』仕組みは

組織間連携の基本になります。まだこの方法は既にある連携の仕組みを学ぶ方法に留まり

ますが、今後、組織間連携の可能性を探る方法として発展させたいと考えています。

問題意識がまだ感覚的で論理構造が不明瞭な場合は自由記述法を用いることで、

イメージの構造が分析できます。ゼロ（農地）から森づくりを始めた霞ヶ浦市民協会の
「ドングリの里子作戦」参加者の意見を素材に、その将来像のキーワードを探りました。

） 、注 青は慕う会
緑は 区。二重12
枠はそれぞれの
中心目標。斜字

。は現在ない要素
点線は展開中の
要素と関係。二
点鎖線は予想し
なかった効果。

【解説】 この例では食べる楽しみや生き物と触れあうことに関心が高い結果となりました。

自由記述法は通常のアンケート調査が苦手な予期しない回答が得やすい一方、分析に手

間がかかりました。現在は出現頻度や係り受け分析はフリーソフトで手間が軽減できます。

お問い合わせ： 森林総合研究所 企画調整部 研究情報科 広報係
電話：0298-73-3211（内線227）、e-mail：kouho@ffpri.affrc.go.jp
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